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1. 研究背景と目的 

色素増感太陽電池は作製が簡便、構成材料が

安価といった理由から、低コストの次世代太陽

電池として期待されている。色素増感太陽電池

の高効率化の為には熱処理による TiO2 のネッ

キングが欠かせないが、プラスチック基板は耐

熱性の低さから高温での熱処理は行えない。

TiO2の低温成膜法として電気泳動法があるが、

焼成法と比べ膜が脆い。本発表では、電気泳動

法により成膜した TiO2 をホットプレス法で低

温加熱と同時に加圧することで、高温での熱処

理時と同等の効果を目指し、ホットプレス時の

最適な加熱温度の検討した結果を報告する。 

2. 実験方法 

エタノール、アセチルアセトン、蒸留水を溶

媒として TiO2を均一に分散しペーストを作製

した。ITO/PEN 基板上に、電気泳動法により

TiO2薄膜を成膜し 140oC で 1 時間乾燥する操

作を 3 回繰り返す。その後、金属板の下部は

20oC、上部を 3 条件 (40,60,80oC) とし、圧力

は全て 90MPa でホットプレス(Fig.1)を行っ

た。プレス後、ルテニウム色素(N719)に 18 時

間浸漬させて色素を吸着させた。Pt を蒸着し

たガラスを対極とし、TiO2膜との間に電解液

を注入し、太陽電池を作製した。 

3. 実験結果 

Table 1 にそれぞれプレス温度において得られ

た太陽電池特性、Fig.2 に測定された J-V 曲線

を示す。加熱温度の高温化に伴い、開放電圧と

短絡電流密度は向上するが曲線因子が低下し

ていることが確認された。これは、熱処理で

TiO2 のネッキングが促進され電子の流れがス

ムーズになることで短絡電流密度が向上する

が、加熱と加圧を同時に行うことで TiO2 表面

に凹凸が生じ、高温の場合凹凸がより大きくな

ることが曲線因子の低下につながっているた

めと考えられる。その結果として、変換効率は

加熱温度を 60oC とした場合が 2.32%と最も高

いことを確認した。詳細は当日発表する。 

   

Fig 1. Illustration of hot pressing process 

Table 1 Photovoltaic properties of the solar cells 

fabricated with various pressing temperature 

 

Fig .2 J-V curves of the solar cells with various 

pressing temperature 
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